
事業仕分けの評価結果等を踏まえ、以下のように次世代スーパーコンピュータ計画を変更。

次世代スーパーコンピュータ計画の変更について

○次世代スーパーコンピュータの開発スケジュールを変更
・１０ペタFLOPS級達成時期を「平成２３年１１月」から｢平成２４年６月までに」に変更し、システム開発費総額から

開発加速のための経費110億円（平成22年度、平成23年度合計）を削減

○ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラの構築を目指すプロジェクトを立ち上げ
・次世代スパコンと自律分散する国内のスパコン（独法、大学等）をネットワークで結び、国内の様々なスパコン

から次世代スパコンを利用したり、ネットワーク上の複数のスパコンを協調的に利用できる環境を構築する。
・全国の主要なスパコン所有機関（大学、独法等）やユーザー機関等によるコンソーシアムを形成し、多様なニー

ズを踏まえながら、同コンソーシアムが主導して、上記環境構築のための研究開発などの取組みを実施する。

◎スパコン開発側（供給者）視点から利用者側視点へ
◎ナンバーワンの性能を引き続き目指しつつ、多様なユーザーのニーズに応えるオンリーワンの

「革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラの構築」を目指す。

※我が国におけるスパコンを利用した研究が飛躍的に進展（推定利用者数：1000人→２万人に増加）
（注）1000人：「グランドチャレンジアプリケーション開発」と「戦略プログラム」においてアプリケーション開発に携わっている研究者等の数

２万人：全国の主要なスパコンの登録ユーザー数の合計

＜考え方を転換＞

＜事業内容の主な変更点＞

○スパコン開発側（供給者）視点から利用者側視点に移し、多様なユーザーニーズ
に応えるための革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラを開発。

○10ペタ級スパコンの開発のみならず、国内の小規模なスパコンとの連携・協力を
行い、より多様で効果的な利用を目指す。

○スパコンの国家戦略を再構築すべき。現
状はスパコンの巨艦巨砲主義に陥っていな
いか。

○世界一の速度性能の追求から脱却し、１０ペタFLOPS級達成時期を「H２３年１１
月」から｢H２４年６月までに」に変更。開発加速のため計上していた110億円を削減。

○世界一の頂のみを目指す時代ではない。

○世界一を目指す必要はない。

コメントに関する検討・対応事業仕分け第３WG評価コメント

（参考）事業仕分けの評価コメントへの検討・対応について
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革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ
の構築について（１）

革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（高機能演算研究基盤）の構築は、以下の３項目を
柱として実施。

①次世代スーパーコンピュータの開発・利用（平成22年度予算額209億円※）

・１０ペタFLOPS級の次世代スーパーコンピュータを、平成２４年完成を目指し開発。
・１０ペタFLOPS級達成時期を「平成２３年１１月」から｢平成２４年６月までに」に変更し、システム開発費総額から開発加速
のための経費110億円（平成22年度、平成23年度合計）を削減

平成22年度予算案 22,779百万円
(国庫債務負担行為額(H22-24年度)49,000百万円)

＜システム製造に係る経費（国庫債務負担行為）＞
概算要求時 H22年度 197.5億円、H23年度 402.5億円 合計600億円
変更後 H22年度 165.0億円、H23年度 285.0億円、H24年度40.0億円 合計490億円（▲110億円）

●

６月
Linpack

10PFLOPS達成

▲

１１月
共用開始

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度H19年度H18年度 H24年度

概算要求時 概念設計 詳細設計 試作
・評価

性能
チューニング

●

１１月
Linpack

10ペタFLOPS達成

▲

６月
共用開始

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度H19年度H18年度 H24年度

変更後

製造製造

概念設計 詳細設計
試作
・評価 製造製造

＜次世代スパコン計画のスケジュール＞

※施設は概算要求時、変更後ともH22年５月に完工

性能
チューニング

※システム製造165億円
ｼｽﾃﾑ評価用ｿﾌﾄｳｪｱ開発・研究統括等5億円
施設整備（H22.5完工） 29億円
運用等に係る経費 11億円
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革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラの構築について（２）

②革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング（HPC）に必要な研究開発
（平成22年度予算案18億円）

（ⅱ）グランドチャレンジアプリケーション開発（平成22年度予算案15億円）

次世代スーパーコンピュータ計画の中で実施してきたグランドチャレンジアプリケーション開発を
コンソーシアム（次頁参照）の意見を踏まえて実施。（当初計画どおり平成２３年度、平成２４年度に実証を
行う）

（ⅰ）HPCI基盤システム基本設計（平成22年度予算案0.3億円）

次世代スパコンと自律分散する国内のスパコン（独法、大学等）をネットワークで結ぶとともに、国内の
様々なスーパーコンピュータ(独法、大学等所有）から利用できる環境を構築するため、連携したスパコンを
ユーザーの多様なニーズに応じ、協調的に利用するために必要なソフトウェアを開発する（コンソーシアム
（次頁参照）の意見を踏まえて実施）。平成22年度は、HPCI基盤システムの基本設計を実施。

（ⅲ）戦略プログラム（平成22年度予算案3億円）

平成２１年度より実行可能性調査を実施している戦略プログラムについて、コンソーシアム（次頁参照）の
意見を踏まえて実施。平成２２年度は、本格的な研究開発等の開始に向けた具体的な計画策定、必要な
準備研究（プログラム作成、高度化）等を行うとともに、関係機関との協力体制整備等の戦略プログラム実
施に向けた本格的準備を実施。
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革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラの構築について（３）

③HPCIを構築するためのコンソーシアムの形成・運営（平成22年度予算案0.2億円）

・大型スパコンを所有する大学や独法（他省庁との連携により文科省所管以外の機関も含む）や、
ネットワーク構築を支援する機関、データ保有機関等により、コンソーシアムを形成。

・コンソーシアムは、利用者視点で多様なユーザーニーズをとりまとめ、次世代スパコンの開発や
ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）基盤研究に反映させる。

＜コンソーシアム形成機関（候補）＞

コンソーシアム形成

HPCストレージ

利用者支援
サーバ

データ解析
サーバ

次世代スーパー
コンピュータ

A大学

G大学

F大学

スパコンセンター

H企業

B独法

C大学

スパコンセンター
D企業E独法

（注２）ストレージ：記憶装置

＜イメージ＞

・大学の情報基盤センター
・スパコンを有する大学や独立行政法人
・スパコンを利用する研究分野の中心と

なる機関
・ネットワーク支援機関
・データ保有機関
・スパコンを利用する企業

等

（注１）HPC: High Performance Computing（高性能計算）
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ＨＰＣＩ構築についてのこれまでの経緯

＜平成２１年＞
○１２月 事業仕分けの評価結果等を踏まえ、次世代スーパーコンピュータ計画

をＨＰＣＩ計画に変更

＜平成２２年＞
○５月２６日 中川文部科学副大臣主催のＷＧにおいて、ＨＰＣＩとコンソーシアムの

在り方について議論し、 「革新的ハイパフォーマンス・コンピューティン

グ・インフラ（ＨＰＣＩ）とこの構築を主導するコンソーシアムのグランドデザ
イン」を決定

※５月に東京、大阪で２回の意見交換会及びパブリックコメントを実施

○７月２８日 上記グランドデザインに基づく、コンソーシアム（準備段階）発足
○８月１０日 「HPCI計画推進委員会」を文部科学省に設置

＜平成２３年＞
○３月３０日 コンソーシアムにおいて、「ＨＰＣＩとその構築を主導するコンソーシアム

の具体化に向けて（中間報告案）」とりまとめ
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